
 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

 

 

 
 

 

  

(資料)米国労働省「消費者物価指数」より作成。 

米国の消費者物価は、全体では依然として上昇圧力の強い状況が続いている。前期比での

上昇スピードが加速しており、前年対比の水準も二桁に迫る動きとなっている。価格変動

の激しいエネルギーや生鮮食品を除くコアベースでも上昇スピードを加速させており、イ

ンフレ圧力は弱まっていない。将来の物価上昇を見越した需要拡大、サービス需要への拡

大、堅調な雇用所得等が背景となっている。但し、金利引き上げ等による住宅着工の減速

等も生じており、今後は需要面からインフレ圧力を抑制する流れも生じる可能性がある段

階に入っている。 
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